
交通案内

第１、３分科会会場

第２、４分科会会場

昼食スペース

　平成 25 年 10 月 1日現在、都内の外国人登録者数は約 39 万人
で全体の約３％を占めています。経済のグローバル化、少子高
齢化が進展する中で、在住外国人の増加と定住化の傾向は今後
ますます進んでいくと考えられます。
　このような在住外国人を取り巻く課題や問題点、国際協力の
在り方などについて、国際理解を促進し問題解決への認識を深
める機会とします。

JR 中央線・総武線「市ヶ谷」徒歩 10 分
東京メトロ有楽町線・都営地下鉄新宿線「市ヶ谷」
A１番 /４番出口　徒歩 10 分
東京メトロ有楽町線・南北線「市ヶ谷」
６番出口　徒歩８分

※会場近くに飲食店などがありません。お昼をご持参いただいた場合、セミナールーム 203（椅子を並べた昼食スペース）や、ロビー
をご利用いただけます。施設内にあるカフェの当日の営業については、JICA 地球ひろばのホームページでご確認ください。

主催　東京都国際交流委員会　　国際交流・協力 TOKYO連絡会　　共催　東京都　　日本国際連合協会東京都本部　　後援　JICA 地球ひろば　　財団法人自治体国際化協会  

開催場所 ＪＩＣＡ地球ひろば
（東京都新宿区市谷本村町 10-5）

午前分科会　10：00 ～ 12：30
午後分科会　13：30 ～ 16：00

定　　員 各 分 科 会 50 名

締　　切 平成 26 年２月５日（水）

参 加 費 無料

開催日時 平成 26 年 2月 8日（土）

申込み方法 裏面をご覧下さい。

2F 6F



セミナールーム６００（6F）

セミナールーム２０１（2F）

午前　10:00 ～ 12:30

コーディネーター

基 調 講 演

パ ネ リ ス ト

地域づくりと国際協力～わたしたちにできること～

パ ネ リ ス ト

外国にルーツを持つ子ども達の学習支援と居場所づくり

実際に地域密着での国際協力や国際協力啓発活動に取り組んでいる方に
ご登壇いただき、地域で行われている様々な国際協力の取組についてお話
いただきます。
本分科会は、参加者が地域で取り組まれている国際協力の事例を聞くこ

とで、国際協力と私たちの生活との繋がりを知り、身近で始められる国際
協力のヒントを得ることを目的とします。

外国にルーツを持つ子ども達は、日本語や学習の遅れなどにより周囲の

サポートを必要としている実情があります。また、日本の文化や地域にな

じめず孤立感を深めているケースも見られます。このような子ども達に様々

なサポートを行っている活動例を紹介するとともに、高校進学後の様子な

ども知ることにより、学習の支援や居場所づくりをどのように進めていっ

たらいいのか、皆さんと一緒に考えます。

富野　岳士 氏　　（特活）国際協力NGOセンター　事務局次長

コーディネーター 梶村　勝利 氏　　東京日本語ボランティア・ネットワーク　代表

中西　久恵 氏　　CCS/ 世界の子どもと手をつなぐ学生の会　事務局長

海老原周子 氏 しんじゅくアートプロジェクト　代表

角田　　仁 氏 東京都立小山台高等学校　教諭

毛受　敏浩 氏　　（公財）日本国際交流センター　執行理事
めんじゅ

毛受　敏浩 氏　　（公財）日本国際交流センター　執行理事

浦　　輝大 氏　　JICA 多摩地区デスク　東京都国際協力推進員

贄川　恭子 氏　　（特活）  ＷＥ21 ジャパン　事務局長

松本　義弘 氏　　横須賀市政策推進部　副部長兼国際交流課長

にえかわ



国連協会　東京都

セミナールーム６００（6F）

セミナールーム２０１（2F）

※事前申込みが必要です。
　申込締切１月 30日（木）

午後　13:30 ～ 16:00

山本　重幸 氏 共住懇　代表

田村　太郎 氏 （一財）ダイバーシティ研究所　代表理事

吉富志津代 氏 （特活）たかとりコミュニティセンター　常務理事

合田　茂広 氏 （一社）ピースボート災害ボランティアセンター　理事

吉田　聖子 氏 （公社）日本語教育学会 人材育成プロジェクト・コーディネーター

加藤　早苗 氏 文化審議会国語分科会日本語教育小委員会委員
 インターカルト日本語学校　校長
北村　弘明 氏 聖徳大学言語文化研究所　教授
平村　和美 氏 （社福）さぽうと 21 ／文化庁受託事業運営委員

増田麻美子 氏 文化庁文化部国語課　日本語教育専門職

ドキュメンタリー「多民族社会の風」をもとに防災の今を考える

平成７年１月に発生した阪神淡路大震災は、都市の直下型地震で死者６
千人以上と大きな被害をもたらしました。その復興のプロセスを通し、日
本人と多国籍住民がともに生きる社会や豊かに暮らすまちづくりへの道を
描いたのが、ドキュメンタリー「多民族社会の風」です。今、東京で大地
震が発生した時、当時の教訓や取組は生かされるのか、ドキュメンタリー
の出演者を交えて考えるとともに、東北での支援活動例についても報告し
ていただきます。

コーディネーター

パ ネ リ ス ト

コーディネーター

パ ネ リ ス ト

東京には約 39 万人、200 近い国・地域から来た人々が暮らしています。この
ように日本で日常的な生活を営むすべての外国人を「生活者としての外国人」と
呼んでいます。外国人も「地域で暮らす生活者」であり、住民であるという考え
方に立つものです。この分科会では、「生活者としての外国人」が通う地域の日
本語教室に役立つ「標準的なカリキュラム案」の活用について、実際の活動例や
教材の紹介を交えてお話しします。希望者には詳しい資料をお配りしますので、
これからの活動の参考にしてください。

　ボランティア活動に関心を寄せるシニア世代も増える
中、国際ボランティアの経験のある方４名にその体験をお
聞きし、国際ボランティアの果たす役割や意義を考えます。

●開催日時：平成26年 2月 1日（土）13：30～ 16：30
●場　　所：JICA地球ひろば　国際会議場
●対　　象：学生、シニア、一般市民（無料）

●お申込み方法：下記のいずれかの方法でお申込みくだ
さい。
　①インターネット：

お申込みフォームに入力のうえ送信
してください。

　②電　話 ： 03-5294-6542（平日9：00 ～ 17：30）
　③ＦＡＸ ： 03-5294-6540

平成 25年度　国連普及啓発シンポジウム
テーマ：誰にでもできる国際ボランティア～世界があなたを待っている

主催：日本国際連合協会東京都本部   　共催：東京都、東京都国際交流委員会　　後援：公益財団法人 日本国際連合協会、独立行政法人 国際協力機構（JICA）

地域の実践から考える「生活者としての外国人」のための
日本語教育



国際化市民フォーラム in TOKYO
参加申込書（FAX 受付用）

▶参加申込み方法 東京都国際交流委員会へいずれかの方法でお申込みください。
 　下記のホームページのお申込みフォームに必要事項を入力のうえ、送信してください。

 　　東京都国際交流委員会

 　FAX 受付：03-5294-6540
 　電話受付：03-5294-6542（平日 9：00 ～ 17：30）
▶定員になり次第、締切とさせていただきます。

▶定員を超え、お申込みをお受けできない場合はご連絡します。

▶この情報は、フォーラムの目的以外には一切使用いたしません。
締切

２月５日（水）

ふりがな
氏　　名

E-mail またはＴＥＬ

□１ 地域づくりと国際協力～わたしたちにできること～ 10：00 ～ 12：30 セミナールーム600

□２ 外国にルーツを持つ子ども達の学習支援と居場所づくり
 10：00 ～ 12：30 セミナールーム 201

□３ ドキュメンタリー「多民族社会の風」をもとに防災の今を考える 13：30 ～ 16：00 セミナールーム600

□４ 地域の実践から考える「生活者としての外国人」のための日本語教育
 13：30 ～ 16：00 セミナールーム 201

所　　属

＊希望分科会（参加を希望する分科会に をつけてください。）

午前分科会

午後分科会

事務局
東京都国際交流委員会

〒101-0021　千代田区外神田 1-1-5 昌平橋ビル 3階
TEL: 03-5294-6542
FAX: 03-5294-6540

URL:http://www.tokyo-icc.jp


